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Fig．9．　Companson　of　intron　between　rカcL　and　ORFlO6　and　partial　ORFlO6　regions
（A）to（M）indicate　scquence　types．　Hyphen（一）denotes　alignment　gap；asterisk（＊）indicates　sequence　identity　with㎞αo∫万出η∫f∫（NB25）．
Underline　indic田es　repeat　unit　Abbreviations　W　and　M　in　sequence　indicate　adenine　or　thymine　and　adenine　or　cytosinc，　respectively．　Numbers　in
italics　under　the　sequences　indicate　ahgned　nucleotide　position．　Characters　in　parentheses　fbl｜owing　scienti行c　names　are　voucher　numbers．　Numbers
on　the　right　side　in　brackets　indicate　length　of　each　sequence．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉●dlcinallyU8●d
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Specb8
（A）〔S●ct　L8s蜘●ηηa．．．　S●s●os力脆ηsお
（B）［S●ct　L88㊤d㎞8．．．S．缶μ㎞b●ns鱈
（C）〔：S●ct．　Moη川c佃db6　．．S」おμbo佃η8
（G）
S●cL鼻白cn｝c力倫myg　・S．有”7論n8鱈
S●ct　Moη〃必佃dbo　・・S．●”bo佃n●
S●cts8s書　…　　．一・・S，陣㎞●缶
S㏄亀S●58　・．．．一・・S．句c⑩肋b
S●ct．　Cm85加odr－．．S．ηゆρon化8
（F）〔S●ctM書cπ鰺力畑πη3・S．有”曲酪鱈
（E）〔S●ct　s8s8　・．．．・．・．S，　se”●n●”5陪
　　　　　S●c臨M8cπ鴻力●ηザ8．S．　c㎝μ8
　　　　　S●ctM●cπx2白畑””元●．S．c㎝”8f．η創bμ’05劉
　　　　　S●ct．　L88’odbnη書．－S．　s力加’dを“8”8
　　　　　S6嬬化”o”〃佑ぬ由●　・・S，力句庖缶●
（D）　　S●ct．　S●88　・．．．．・．・S．8●ηaηe”8正s
　　　　　S●cts8●8　・・．．・●・・S．声力債o●ηs伝
　　　　　S●cts888　・‥一．・・S．w臨伽〃
　　　　　SocL　C抱ss伽句7．一・S．●’㎎●ηぴ6s加8
　　　　　S●cL　C抱ss伽《漸・…　　S．88m●η危n唱
（H）〔Soct　s888一．・．．■■ S．鴨κc伽〃
（工）⊂S66tc”冒ss伽αガ・．．．S・η伽ρoη佑●
（」）〔S●d」S“8
（・）［露
●
?
??
??
・．・…　　．．S．●●η8η●η5■f．ηoO〃鱈
．■…　　．．．S．ρ8㎞●飴　　　　　　　　●
．・．…　．．S．●●仰80●ηs伝　　　　　　●
．■…　　．．．S．　w’缶力〃v3r．白〃写ロ缶
（L）CS●ct伽ss伽ゆd’・…　　S　ch●パ冶c●8
（M）CPWy〃08缶chy8ρ”be3ce”S
Fig．10．　Phylogenetic　tree　based　on　intron　between　rbcL　and　ORFIO6　and　partial　ORF106　regions
The　stnct　consensus　tree　reconstructed　on　the　basis　ofmaximum　parsimony　analysis．　Tree　length＝106，　Cト0．8302，
The　numbenbove　Iine　is　branch｜ength，　and　the　number　be｜ow　line　is　the　bootstrap　value　with　lOOO　replicates．
RI＝0．9048，　RC＝0．9048．
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でも同じ配列の検体が存在した。例えばチシマザサ
S．肋r旋η8おの検体は（F）と（G）の2タイプの配列、
イブキザサ8．励bo垣ηαの検体は（C）と（G）、チマキ
ザサ＆ρα加砿αは（G）と（K）、クマイザサ
8．seηαηeη8isは（D）、（E）、（J）、及び（K）、クマザサ
8．ひ碗c万εは（D）と（H）、ミヤコザサ＆πippoπ‘cαは
（G）と（1）であった。
　最節約法で構築した系統樹では塩基配列の違いを良く
反映した（Fig．10）。長さ821塩基対であった（A）と
（B）はクラスターを形成し、さらに（A）から（H）は100
％のbootstrap値で大きなクラスターを形成した。（A）
から（H）は31塩基対の2回又は3回の繰返し挿入が存
在することで共通している。この系統樹はチシマザサ
8．んμr旋η8」8に見られた2つのタイプ（F）と（G）が近
縁である事を示している。イブキザサ8．励bo‘αηα、ク
マイザサ＆seηαπεηsj8の（E）と（D）、クマザサ
8．ひe漉励でも同様の事が示された。しかしチマキザサ
8．pα加α如とクマイザサ＆sのαπ¢ηs：8（E）（D）と（K）、
ミヤコザサS．π切poηjcαの2タイプは関連が認められな
かった。
　民間薬として使用されてきたいわゆるクマザサと称さ
れる生薬は、植物分類学的なクマザサ＆u斑c疏と同名
であるために、クマザサS．u砿c疏由来であると誤認識
される場合がある。薬用としてのクマザサはおそらく人
家に近い山野に生育しているSα8α属植物全般に由来す
ると考えられる。これだけ同定が困難である植物から特
定の形態のみを選びだしている事は考え難い。
　民間薬クマザサの原植物とされた4種＆ραZ〃τ碗α、
8．seηαπeπs‘8、　S．　yα万加eπsjs及び＆肋r旋ηsfsは系
統樹ではやや近縁関係を示している。しかし、上記推測
から、この4種でなくとも、近縁関係にある8αsα属植
物も同様に薬用種として使用できる可能性も考えられる。
　本研究ではSαsα属植物のDNA配列を明らかにし、系
統関係を示す事ができた。種に特異的なマーカー配列を
見い出すには至らなかったため、本結果のみで種の鑑別
することはできない。しかし、Sαsα属植物について特
定遺伝子領域のDNA配列及び系統関係を明らかにした
最初の報告である。今後この結果を基に生薬鑑別法に応
用することを計画している。
5．おわりに
　遺伝子解析による同定法はこれまで同定が困難であっ
た生薬にも適応可能であることを示すことができた。我々
が行っている生薬の基源の解明で大きな比重を占める点
は原植物と思われる比較植物を収集することである。し
かし近年、海外から植物を導入することは非常に困難な
状況になりつつある。本研究の遂行は本学薬草園に維持
保存される貴重な植物が利用できたことに寄るところが
大きい。今後もこの遺伝子資源を生かした研究を進めて
いきたいと考えている。
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Molecular　Phylogenetic　Analysis　of　Medicinal　Plants　and　Application　R）r　Identi丘cation　of　Herbal　Medicine
Yohei　SASAKI
Department　of　Medicinal　Plant　Science，　Hoshi　University
　　　There　are　various　qualities　in　herbal　medicines　because　they　are　derived　f士om　natural　products．　To　grasp　qualities
enable　us　to　Inaximize　the　e飽acy　of　herbal　medicines．　We　try　to　develop　the　method　fbr　identification　of　herbal　medi－
cine　by　molecular　biological　analysis．　In　this　paper，　we　described　quality　evaluation　of　Cμrωη膓αdrugs　and　phylogenetic
study　of　8α8α　plants．　For　Cμrcμηzαdrugs，　we　conducted　molecular　authentication　and　examined　the　e6bcts　on
vasomotion　in　rat　ao☆a　rings　as　one　index　against’10ketsu．”Only　the　water　extract　of　Cμrcμπ↓αz¢（〕oαr》αshowed　NO－
dependent　relaxation　besides　NO－independent　relaxation．　The　drug　derived伽m　C．　ze（loαr‘αhas　the　potential　to　cure
Oketsu　with　its　various　acting　points．　For　Sαsαplants，　we　fbund　that　the　DNA　alignment　in　the　intron　between　rbcL
and　ORF106　and　partial　ORF　106　regions　gave　usefVl　infbrmation　to　estimate　the　botanical　origin　of　the　herbal　medicine
derived伽m　the　leaves　of　Sαsαplants．
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